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マツゴ. 写*'でみてもお.わ.かりの通0" 
ンこと小松 と T も七 t - は思えない。 
陽介^は^川 姑瞬の..シケカリし t いる. — 
六小、六年 ： IF と&务る te ながら、声 


^まれた年をのぞ に' y ヤが^るノこの度 
けば1はじめての歳 立川] II からふ技能:-^' 

男になった。「のんびり 労:%1とし.て#彰 
してるんですよ. _!]■ 歳め された fe 藤さん？' 

せいかしらね」とはお母さ. 「いや4.■あ.と.が 
ん。好きな芸能人は？の問 つ. r か：え T る 
いにキョンキョ>とか M 1- ちから仕方な 
やんを期待したが、啞然「大川 

泶 作」 だと。この液さ。その割には' よぅ. なもん.ですよ f こグ. 
走.るめが¥く校内マラソンで〇.位 M 三卜四年とい.ラ大 T 
と大ハッスルだ"好きな課自の-つ テラン。「_窜 校へ 
が体育といぅ.から当然。サッカーに熱 .一;3:¥目分％少し 
中。「羽衣サ ■■/ 力—クラブ」でゴールキ— は.^れい：.に%る 
パ—。 r ヶガが多かったので中学生になる今 と思っ，てし通い. 




を仕事にしょうとは . ：ユメ . にも f え 立川で敎 
なかつたそうだ■"晓 re で ^ ろう" 育にたずさわ 
与時は ' いいところ . の . お機さん . る.人なら知ら 
-■ ■ が職 . 業をも . つなんてノト>.デ ぬんがいないと 
モナィ話、ゥーマ>、りゲ . :: わ .| てい.る重鸫 
は * まりはやらなか .. っ . た , 的存在。だが「そ： s 若 
とこ： . ろ.^ご主人に先 々しさ . はと ' T も 
立たれでみると、腕 を迎 X た人 A1. は思：えな 
P? / -f0^ ft き . 摩！ ^^ にオボエがあ 4 'こ いノ喂速に今年の抱貨を 

: i 裏■辑蔡 f . r -. u - tl - が唯一の.ょ.りど う容—.「い.秦，そん 

辭 ' t 著： IJ 5拿さん卿 一 ころであった.。 .な大■そ.れ-た &.. SJ と，抵 ♦. ら： 
.く 一卜さった 一.— I 2 . ! T 目.：：.く i 一最返は皞ざん. 

に.^トンタ.ッチ,: j 自身で ッ間ヶのとリ方は絶缺ァそれも：そ 
は着付けめ性事が多い： のはず，大釣落0:麻き p , ZW で 
とい.う。「.今年：こそ！ 「聞く会」を年に四〜五'0は主«さ 
… - :ま：居がしたぃ れて‘一^ゃ 


お」：こじ，：？#だ 
ん"ば■つかし、 


r . あら：，セン 
セへこの問のお 


锡眺山田良治さん5 
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年こそ . ■ ほじめ . た . 
健康にし 時 . それ . 
たい」とマツ 
ゴンは今日 

i ル片手に 
j 木枯らしの 
ET . B 7 中を.かけだ 


まだま.だお元 

S 


していつた。 



0«愈ショ1 
(24 ルームレディと 
^1て 三年間のキ 
^ ャリ T , 仕事に.も 
m だぃぶ惯れてき 
間 たのでテ. ■- ,スや 
功 S ゴルフをするょ 
& ぅになつた。結婚 
l T 1 * はま だ t え 立⑴消肺署办. 
高2 ていな.い 中^.ひときわ 
が「女注 .映え - S 才.レ>兑 c > 




話には感激しまし. 
た■わ"なんて奥さ 
^.#.に：声.を.かけられ 
惡.い8持都乙ま 
せんな」。，去年結婚し"た 
娘ざんに今年はお補さ 
んが。山 R 1# んの."出 
番てはあるか..*不安七 
期待め新年である。 


尾遒生まれ。 

立! II には . U 十 さ 
三年から0中 行 
央橋奶た.もど ^ 

で1ふ今せ.ん」 ■.卜 
といぅ- 7 : r : 丨 界 

ストフ—ドの " h 

店を経営す 丨 

体として; I 1 !場 奇ノぉ：好み熾在/おでん、タコ， M . MH などの味 
すること；が H 標 で：親しまれている店だ"「立川はいいとこで 
なんです。ご存知 すね。.越 L てきてすぐに、輪番.で町会巧 
ないか.も知れませ 組長を^つたんで.すけビ、近所の\が 
んが/立川.の特別救 4んな辘切にいろ.い...ろ教え：てくださ.つ 
助隊は過去に三年連 M .. て.'すぐにィッ t シ g 立川市 m . にな 
で令国制1!の実績をもっ ^,せて4.らぃま.し.たゎ？卩丁<も 
て；い.るん..で..す。レべル：は 全-今年 1四年.目、. g り合いもいマ 
国：で.も高い方だ.と誇りに思 r ' ばい出朱たし」と満足顔。「今 
|て“ 4 ilt : □昨年は立 ■■■' 年？や.つば9商売繁盛！さ 


''にとつては：十石歳かボーダ f ラ.イシ 服をまとつてしる 
匕ゃないかしち」：.に加えて「今年は：素 めがレ其キ . H I 隊で 
敵な恋もしたい」ですつて&まだあ あるノ.特別救肋隊、隊 
る，。 U & の時か^やつ t きた乇ダ 链数三上^。そ. QP 1 畏 
ンバレエ、去#は体んで」まつ .こそ、.わが i ▲さん。三 
た a 「今年こそ ！ J &心意気。中 十六蔵、働き.ざがガ. g 歲男 

.学の時：に味さんと•■人アノ で*魚さ 商松町爹フ y 3:、- 1■一、： 
リカへ公演旅 fT に行つた て‘：隊 A . さん^^^な 川から四組が参.加し.た 
こと.もあるし、一昨年は の.「今年こそ.！ j ― ぅぢニニ組が.関東大会へ. 
芸術祭に. S 参加といぅ は？「まず私的な 
本格派。「子俄が好き 面で萬いますとね、 

なんで t ,. 近.所の子 書遣で^年.級^■な 

供を ft めて/.<:レ C たんです.。今年こそ 一 

J 


エの楽しさ教え 初' m をいただ：きたい。が 

てぁげたぃ」バ んばリ1/本職の方では 

レ..ェ. '「特別救 §s 圓套に、団 



らに発展させてチ1!ン 

廣を出. L て& く/十_ 
T 1 すみ、41国大金へ：出場で をカシラ^一 I 一一 女。 
きたれ.は I 組だけだった：ん■で rh i I クな命^:でも 
す。令年も訓練一筋でいきたい. 有 g だ a . どんな名 
です. L , とキビキビし.た動作' ハ 前.かって？■直接 
1のあ4声はさすが.に隊莅だ。.「災. 当人に' M いで 
^真ない芘 ||||11'にしましょ.ぅ！.」5 みた会ぅ 
i 声も忘れないところがまた隊長。 かしら？ 





























嫌床败度の金コ W ルテ 

うちの銀行 



太陽神戸銀行 


立川支店 

Ym 化川 rli 糯 HI 2 の fi の II 
TEL.(M 2 S 122 ) 21510 ^ 
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左からお田さま、 fM»l ちゃん，お兄<筆#>さん.お父痧ま 
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丑®生まれの人は俗に_^抱 
づよく•根気があって、口数は少 
ないが信用はあつく •反面におい 
て*憎の念きわめて深く •轨拗な 

ほどであ*〇-といわれておリま 

す•一見おとなしいようですが， 
意外とかたくなで好き it いが* t し 
く •目立たないよう 
でいて，いつの間に 
か人の上に立つよう 
になつている、とい 
いつたところが待街 
のようです。 

「丑」は時刻でいう 
と輿夜中にあた〇「丑の«穿」 
をしたり.幽«がでるのも-»丑三 
つ時」になります。正月早々•暗 
い話でスイマセン n 
肋物の牛も•力だけはあるが钝 
£のイメ —ジかありますが、そう 
rT もないようで、伝说などでけつ 


こう活躍しています。迫敉の m で 
あります老 T は*函谷 M で r 道徳 
経 J を•说いたのちに•丙方へと去 
つて•そのはてを知らずと伝えら 
れていますが•その時乗っていっ 
たのが青い牛だったといいます❶ 
ィンドで a 神の使い•シパ神の象 
徴として*められていま 

t ♦ 

そのィンドで*大の聖 
者釈秣、本名はゴ—タマ 
H シッダ I ルタというの 
ですが•ゴ—タマとはサ 
ンスクリット ffi で go {牛} 
+ t§a <聆上級>とい、去味で 
す* 

「元 J 1 の人 a 神なり仏なり」と 
いいます■今年 •-* 丑年」の•年 • 
元旦の S ? い ft 持をもち統け、どう 
か「ゴ—タマ」でありますように， 

お析”します" _ ^ 




政达」とは获曲広堪のことです*瑁町 
一 rlnE で ifJC . yl をやつておられる！.-上 
さんは < tllif < を人* 〇の少ない W ま 
だき3 EW するボランテ^ N なのだ令 r 
か.私®ひ t つサッサソサとされ 
れいにしている姿をみて，三句を！！&部へお 
ょせ T さいました • 二 i . さん fl 初めて作つた 
のだからと11 a しておられましたか•まだ IK 
つている立川の街で，準節秦 ft を 
す^<のきれいな心，それを£つめる三上さ 
んの fM * い心’こ&けで充分な-|;^5」$ 


早いもので•新年を迎え 
まして輿如苑の tiii 含ご案内 
も50目になろぅとしてい 
ます* iF . lfi 申しまして > 1 
回2回のぅちはご ffi 足いた 

氺真如苑だより* 

だけるご案内がで名 J るかど 
うか*張ぎみでしたが、•冋 
を重ねるに従つて、今月 li 
どんな方がおみえ下さるの 
か•楽しみになつてきまし 


INIIIli ss llllill ss l 

えてびあん 
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灯を残す ^^ 
駅広ひびく高ぼ ^: 巧 

駅広に ^4 

すぐめの声とかつぼぅぎ 

うす明かり 

かげを映して白かぶ. ^ 

イ^^ 



も 

ラ 





入 



の 

，_ 
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舞台 £ H » i の海 一 
老«さんにィ- 
タビ ユ f を申し込 
んだら、いとも SI 轾に応じて下さ 
つた•スボ I ツマンらしい体駆と 
テキパキしたもの fit いに、歌 II 伎 
役*と 




む 


メ I ジ 
がゎい 
てこな 
かった 
が•こ 
れが簦 
段は兒 
せない 
素顔： 


体操の練習につきもののヶヴは 
美帆ちやんにも無関係というわけ 
にはゆかない。ジュニア遒手権の 
前、四 ilflll もギブスをはめていた 
ことが ♦ 

r ケヴをなさつたときに•やらせ 
たくないとか思われませんか？」 
「いえ、そんなことないですね。 
でも、体裰クラブから*話がかか 
つてくるとドキッとします* もし 

や•って•」 

お母さまが-*おばさんに手をさ 
わつていただいたら」の声に，見 
せてくれた美帆ちゃんの手はタコ 
がいつばいできていて n チコチだ 
つた•何度もマメをつぶしている 
と、 T 供の手でもこんなになるの 
だろうか。 

今 fta お父さまが「うちの子が 
いくらやつても、.^わなかつた子 
がいるんですよ U とおつしやると 
r そうじやないわよ。あの時はま 
だ人つたばっかりだつたから j と 
ちょつぴ 
り M 争心 
をみせて 
くれた II 

帆ちゃん • 

お友逢 

の前で3? 

がれるの 

が嫌いな 

美帆ちゃ 

ん"それ 

を押一解し 

て、自然 

に裱して 

くれる立川 IL 小の六年--紐のお友 

遠，先生のあたたかい思いや9❶ 

将来はマンガ家に•というユメ 

をもつているやさしいお兄^^* 

孝君0心のあたたかいみんなに囲 

まれて体操が出來る英帆ちやんは 

シアワセ，次のソウル•オリンビ 

ツクに a16 逢、絶好のチヤンスだ， 

ケガをしないでね、美钒ちやん。 

荚帆ちやん，今^^がんばつて一 



おいやられてい 
らつしやる…〇 
『背くらべし ょ」 
で美帆ちゃんと 
ぅちめちがやが 
妆ぶ。荚帆ちゃ 
んが少しだけ大 
さいかな？ 
「前から二番目」 
「あら、あたし 
も」と笑いがも 
れた。 

こんな小さい 
子が夜おそくま 
で猛練習で、や 
めたいと思うこ 
とないの？ 7へ 
つに。好きなも 
の：！操だから」 


の答えはアツケラカンとしたもの* 
「すみませ一ん*遅くな〇まして」 



お母さま代子さん)がお仕事 
から戻られ「あら，お友連がきて 
くれてよかつたじゃない j の声に 

Be 者はまた応援歌を W られた感じ。 

赤ちゃんの頃の荚帆ちゃんの a 

をして下さる • 

「誕生はコ H 一005ぐらいで棵準 

でしたけど、何しろミルクをぜん 

ぜんのまなかつたから体£がふえ 

ず、ある钥院で理れがあるのでは、 

と tnr われた時はショックでした」 

と今の II W ちゃんからは想像もで 

さない一而を聞かせてつた- 

また •体の動きだけは他の赤ち 

やんとちがつていたらしい*まだ 

おとなしく寝ている時期のて二 

ヶ月のころに背- 5-^ エビのよぅに 

返し，ブロレスのブリッジになつ 

て寝がえりをぅ->てしまつたとい 

う"すばらしいパネをもつて生ま 

れたおかげでお母さまは目も ffi せ 

ず • H い物にも行けなかつたとい 

う•今はなつかしい H ピソ—ドも。 


全日本体嬅邇手«第||位，值田 

美帆ちやん(立川五小-六年)。こ 
の M « に癦して心おどらせた立川 
人も少なくないだろう"本 »£* • 
11田礼子が爱■ちがやちやん％つ 
れて美釩ちやん宅をおとずれた q 
楽 L い夕べのヒト n マ U …〇 
☆ 

英钒ちやんとうちの稂が阏じ六 
年生だというので， I 諸につれて 
行つた。紀者だけではどうも、心 
もとないので* 


a ; 

番 

二 


か 

r tt 

の 

ん 


なにしろ、今日の訪問*は子供 

とはいぇ•体操界では全日本級の 

ツワモノだから，正直、 n ワィ。 

玄関で「いらつしやい」とにつ 

こりしてくれたお父さま{尚也さ 

ん)のあたたかい声と5?顔に 、 Id 

者，ホ*/とする*応榨間にさ 

れると目についたのが•英帆ちや 

んの体樣でいただいたメダル，卜 

D フイ—の数々。お父さまのゴル 

フで脒ちとつたトロフイ—は M に 


た-今月•おこし下さい • 
•日時 1 月 26 日(±)午後 2 
時から4時まで- 
• 御本線、 A 如宝物館のご 
案内をはじめとして•映画 
など盛りだくさんの用£が 
してございます- 
• 立川市 E (成人> に限ら 
せて«きます。 

• お申し込みは「えくてび 
あん•コンパ-1オン」(本誌 
を手渡してくれた人》へ • 


■ 地の*「ふどうや」が率期に 
|度の大バ—ゲン 

立川釈北 UA 通りの「ふどうや」 
では，月中半に秋冬物の大パ— 
r ンを計画している" 50 % OFF と U 
バ lr ンの中でも a おとせない耳 
ょ〇<ょ0£■問い合せ先 0 4 251 
23124700「ふどうや J * 

想*期の子をもつあなたのため 
の m 漬金 

「中学生の#-ァンヶ| 

•網食をもとに一 u という媾演 
が•忠春期の子をもつ81のために 
おこなわれる。*帥は洧水喜 - f さ 
ん(立川五中)。いま、$生は何 
を考えているのか， 
アンケ I 卜をも 



相をさぐり > 

親としての JE しいあり ^' 

を fei] ろぅとするもの •1IE:25 日午 
後 2 〜 4 時、中央公民绾 
5127 7 3 にて • 

V. ぬいぐるみ人形ミユ—ジカル「才 
ズの*法使い」«団ビッカリ廑公 

*r 

1月 r, • 日午前11時と午後1時30 
分の二 15]* 立川市 1£ 仝绾にて。問 
ぃ合せ光 03| 鄉 |4671^§ 
H ピッカリ座 / 

☆裏*屋が名物•大我楽# m 

立川商岛屋では閣庙 15 周年を記 
念して • 高 i 名物となつた大我 
架多市 (740) を 1 月 3 — 8H に 
開催 " 稚货， ft 料：！ nil ， 衣料の*り 
出し t のがいつぱい。 

☆展贅会=つ 

「ア — トサロン四季」では，新葬 
に三つの @ 篦会を開催、、知求会 i 
川展 5 丨 Is 日，田边栄次部個展 17 
,22 日•大坂忠司展 24 〜 29 日。 


えくてびあん粥 


7 xlf 円 



ン 




ス 


ふこ 
レ 〇5 メ 

vtr lr 
Rr 丸井」 

6F の 1 レ 
ストラン 
森永 J では 

本誌 ^ 者へのサ — ビス • メニユ I 
として • えくてびあん粥*のセッ 
卜を 12 月 25 日から 1 月いつぱいま 
で特設する • 铒肉入り中華がゆの 
他 • ワンタンとビ—マンの炊めも 
のにサラダをセット • 他に「飲茶」 
として肉まん、ちまきなど*えく 
てびあん A-C セット身を紐みサ 
1 ビスにつとめる。 

レストラン 森永 22—2 10 5 

0000 編集後記 imissll 

• 今年も元 ^ で -1 えくてびあん j を 
跣んで下さい • お約束の「立川 地 
図」を付録としてお &i けします。 
これはあくまでも * 試み*であつ 
て • こんな地図が使いやすい、こ 
ちらの方が便利という御 *: 見 K シ 
ドシお寄せ下さい•次の機会にポ 
み，ます。 • 表紙は新しい年の朝 
日が立川の空にのぼろうとしてい 
る I 瞬を表現しようと•本誌とし 
ては大ボ — ケンの組写真 • セ In 
I かシッバィか，原搞\切りの今 
B 唯今まで判っておりません。 • 立 
川の空撮写具という«:重なものを 
提供して下さったのは「淸水逆設 」 
{ 嗶 »]> さんです-そして仲介の労 
をとつて下さつた「多*信用金障 
( 曙 町》さんにも厚く御 H - 中 
し hlf ます • • えくてびあん今 
年も来るぞえくてびあん。 

£»- 00$ s$ CI 1 J 渴年 _ 川 
]| 覇田礼子零 1^1^ 子 ||«| 車 . 名矢好 _|| 
<写 || >天 » «羈|«> 3薇在 ス，ジオ I&3 


§えくてびあん 第 i 
昭和 六 +年 I 月五日発行 
発行所えくてびあん ffi 集エ禺 
車京都立 川 市柴埼町—の2の 13 

電話〇四二五 goo82 
ie 集 人 立并啓 介 
発行人沖野！！！男 
印«|所株式金社立 川 印«|所 
龙诋 Ho 円 
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